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 (百万円未満切捨て)

１．平成25年10月期の連結業績（平成24年11月１日～平成25年10月31日） 
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年10月期 30,334 12.6 2,118 △5.9 2,855 8.4 1,762 10.5
24年10月期 26,932 4.7 2,251 △3.1 2,634 △2.6 1,596 3.1 

(注) 包括利益 25年10月期 3,920百万円( 75.5 ％)  24年10月期 2,234百万円( 19.4％)
  

 １株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
当期純利益

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

 円 銭 円 銭 ％ ％ ％

25年10月期 39.20 ― 5.1 5.9 7.0
24年10月期 35.39 ― 5.0 5.8 8.4 

(参考) 持分法投資損益 25年10月期 203百万円  24年10月期 115百万円 
    

（２）連結財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 
 百万円 百万円 ％ 円 銭

25年10月期 50,928 39,496 70.9 803.38
24年10月期 45,880 35,811 71.2 724.88 

（参考) 自己資本 25年10月期 36,123百万円  24年10月期 32,686百万円 
    

（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 営業活動による 
キャッシュ・フロー 

投資活動による 
キャッシュ・フロー

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円

25年10月期 △172 △1,282 △566 6,077
24年10月期 1,955 △2,051 △434 7,781

  

 
  

２．配当の状況 

 
年間配当金 

配当金総額 
(合計) 

配当性向 
(連結) 

純資産
配当率
(連結)

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

24年10月期 ― ― ― 5.00 5.00 225 14.1 0.7
25年10月期 ― ― ― 5.00 5.00 225 12.8 0.6
26年10月期  
(予想) ― ― ― 5.00 5.00  ― 

 
       

      
    

３．平成26年10月期の連結業績予想（平成25年11月１日～平成26年10月31日）  
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 16,000 9.6 1,500 1.8 1,800 △12.9 1,000 △22.9 22.24
通 期 36,000 18.7 3,000 41.6 3,500 22.6 2,000 13.4 44.48 



 
※ 注記事項 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無  
  新規 社 (社名) 、除外 社 (社名) 

  

 
  

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無 

② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

④ 修正再表示 ： 無 
  

 
  

（３）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 25年10月期 51,849,917株 24年10月期 51,849,917株

② 期末自己株式数 25年10月期 6,885,956株 24年10月期 6,758,185株

③ 期中平均株式数 25年10月期 44,977,223株 24年10月期 45,098,488株
  

 
  

(参考) 個別業績の概要 
１．平成25年10月期の個別業績（平成24年11月１日～平成25年10月31日） 
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年10月期 21,067 20.5 1,389 2.5 2,027 18.4 1,392 17.0
24年10月期 17,490 △7.4 1,356 △15.5 1,712 △9.4 1,190 △14.0

  

 １株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益

 円 銭 円 銭

25年10月期 30.84 ―
24年10月期 26.36 ―

  

 
  

（２）個別財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 
 百万円 百万円 ％ 円 銭

25年10月期 38,152 30,410 79.7 673.65
24年10月期 33,013 27,445 83.1 607.88 

(参考) 自己資本 25年10月期 30,410百万円  24年10月期 27,445百万円 
  

  
 

  

２．平成26年10月期の個別業績予想（平成25年11月１日～平成26年10月31日）  
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり
当期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 11,300 6.6 930 △7.3 1,060 △30.2 670 △35.7 14.84
通 期 25,000 18.7 2,100 51.1 2,400 18.4 1,500 7.7 33.23

  

 
  

※ 監査手続の実施状況に関する表示  
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、 
金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終了しておりません。 
 

  

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項  
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的で 
あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
業績予想の前提となる仮定および業績予想のご利用にあたっての注意事項については2ページ「1.経営成績 
（１）経営成績に関する分析」をご覧ください。 
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１．経営成績 

（1）経営成績に関する分析 

 

  ①当期の経営成績 
当連結会計年度におけるわが国経済は、欧米を中心とする海外経済が持ち直しつつある中、消費の

改善等、景気はゆるやかな回復を見せておりますが、新興国経済の一部において成長期待に陰りが

見えるなど、世界経済を巡る不確実性は引き続き大きく、予断を許さない状況で推移しております。 

化学業界は、金融緩和が継続する状況下で全体的に回復に向かう事業環境となりました。 

農薬業界をとりまく状勢は、海外においては、世界人口の増加、新興国の所得水準の向上等に伴い

穀物需要が増大しております。国内においては農業所得の減少、担い手不足の深刻化などの構造的

要因等による影響もあり農作物の作付面積は依然減少傾向となっており、またTPP（環太平洋戦略的

経済連携協定）交渉参加による農業生産への影響も懸念されます。 

このような状況のもと、当社グループといたしましては、中期的視点に立った販売予測を充分に

反映した調達・設備投資の最適化や、調達・生産面での継続的な原材料費削減努力により、既存製

品及び本格上市となる新製品の採算性を強く意識した取組みを実施するとともに、顧客価値実現に

向けた能動的な取り組みの推進強化に努めました。 

以上の結果、当連結会計年度の売上高は、前連結会計年度比12.6％増の303億3千4百万円とな

りました。 

収益面では、農薬事業における新規開発原体の需要増により、経常利益は、前連結会計年度比8.4％

増の28億 5千5百万円となりました。当期純利益は、前連結会計年度比10.5%増の17億 6千2百

万円となりました。 

 

②当期のセグメント別の状況 

〔農薬事業〕 

除草剤、殺菌剤、その他、農薬原料を主とした農薬事業につきましては、海外向け棉花用除草剤、

水稲用除草剤等、既存剤の減少はありましたが、近年上市した国内外向け水稲用除草剤、海外向け畑

作用除草剤、国内向け殺菌剤の本格販売により、当事業の売上高は、181億4千2百万円（前連結会計年

度比28.8％増）、セグメント利益は21億5千7百万円（前連結会計年度比17.5％増）となりました。 

 

〔化成品事業〕 

トルエン・キシレン系化学品、精密化学品、産業薬品を主とした化成品事業につきましては、医

薬中間体、トルエン・キシレン系化学品である有機中間体、産業薬品の防腐剤、精密化学品のアミ

ン類等が減少したことにより、当事業の売上高は、108億4千9百万円（前連結会計年度比8.9％減）、

セグメント利益は7億6千2百万円（前連結会計年度比37.7％減）となりました。 

 

③次期の見通し 

わが国経済は、第２次安倍政権が推し進めるアベノミクスのプラス効果が、実体経済に徐々に波

及し、昨年末を底に回復傾向を持続しています。しかしながら、海外経済に目を向けると、国・地

域による違いが鮮明となっており、先進国が総じて明るさを取り戻しつつある一方、世界経済の牽

引役を期待された新興諸国の勢いに陰りが見られるなど、海外経済を巡る不確実性は大きく、金融、

為替市場の変動などと併せて、今後も注視していく必要があります。 

かかる状況下で、当社グループといたしましては、中期的視点に立った販売予測を充分に反映し

た調達・設備投資の最適化や、調達・生産面での継続的な原材料費削減努力により、既存製品はも

とより、本格販売を開始した新製品の採算性を強く意識した取組みを実施するとともに、事業領域

の拡大を基盤とした事業推進により、顧客価値実現に向けて不断の努力を重ねてまいる所存でござ
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います。 

次期の連結業績予想につきましては、売上高 360 億円、営業利益 30 億円、経常利益 35 億円、当

期純利益20億円を見込んでおります。 

また、為替レートは1ドル=95円、1ユーロ=120円を想定しております。 

 

（2）財政状態に関する分析 

  ①当期の資産、負債および純資産の状況に関する分析 

当連結会計年度末の資産および負債、純資産につきましては、以下のとおりであります。 

資産は、現金及び預金および有価証券等が減少しましたが、受取手形及び売掛金、商品及び製品お

よび投資有価証券等の増加により前連結会計年度比50億4千8百万円増加し、509億2千8百万円

となりました。 

負債は、短期借入金等が減少しましたが、繰延税金負債および設備関係支払手形等の増加により

13億6千2百万円増加し114億3千1百万円となりました。 

純資産は、394億9千6百万円となり、自己資本比率は70.9％と前連結会計年度比0.3ポイント減少しま

した。 

 

②当期のキャッシュ・フローの状況に関する分析 

営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権およびたな卸資産の増加等により、1億7千2百

万円の支出となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得および投資有価証券の取得等による支

出により12億8千2百万円の支出となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の返済および配当金の支払による支出等により

5億6千6百万円の支出となりました。 

 

以上の結果、現金及び現金同等物の当連結会計年度末残高は、前連結会計年度末残高に比べ17億4百

万円減少し、60億7千7百万円となりました。 

 

＜キャッシュ･フロー関連指標の推移＞  

 22年10月期 23年10月期 24年10月期 25年10月期 

自己資本比率（％） 68.7 69.7 71.2 70.9 

時価ベースの自己資本比率（％） 23.9 28.5 37.2 65.1 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年） 0.3 0.3 0.4 - 

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 292.3 257.0 245.9 - 

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。 

（注２）株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。 

（注３）キャッシュ･フローは、営業キャッシュ･フローを利用しています。 

（注４）有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としています。 

 (注５) 平成25年10月期のキャッシュ・フロー対有利子負債比率及びインタレスト・カバレッジ・レシオは営業キャッシュ・フロ

ーがマイナスのため記載を省略しております。 
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（3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社は、株主への利益還元を重要な課題の一つと考え、配当政策については、安定配当の継続を

基本とし、業績動向及び今後の事業展開に備えるための内部留保の充実等を総合的に考慮し決定す

る方針を採っております。 
内部留保金につきましては、研究開発投資、設備投資等企業体質の強化と将来の事業展開に向け

て効率的に活用し、企業価値の一層の増大に努めてまいります。 
また、自己株式の取得・活用を通じて株式価値の向上に資するよう努めてまいります。 
なお、当期の配当につきましては、１株につき５円といたしました。 
次期の配当は、当期と同額の１株につき５円を予定しています。 

 

（4）事業等のリスク 

事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響をおよぼす可能性があ

る事項には、以下のようなものがあります。 
ただし、これら事業等のリスクは、当連結会計年度末現在において判断したものであり、全てを網

羅したものではありません。 
①経済状況 

当社グループが製品販売及び原材料、商品購入している国の経済状況あるいは顧客企業の業績状況

の変化等により需要の減少、値下げ要求、購入価格の値上げが発生した場合、当社グループの経営

成績ならびに財務状況に悪影響をおよぼす可能性があります。 
②為替変動 

当社グループの当連結会計年度における海外売上高は、連結売上高のほぼ半分を占めており、当社

グループは為替相場の変動によるリスクを回避する目的で出荷時為替予約、円建輸出取引を実施し

ておりますが、すべてのリスクを回避することは不可能であり、為替相場の変動は、当社グループ

の経営成績ならびに財務状況に悪影響をおよぼす可能性があります。 
③原材料価格の変動 

当社グループが使用する主要原材料は原油を基礎原料としているため、原油価格については中東情

勢・需給バランス等の様々な要因により変動しますので、原油価格の上昇に伴う原材料価格の上昇

は、当社グループの業績に悪影響をおよぼす可能性があります。 
④研究開発 

当社グループは、新製品の上市、新技術の確立を目指して、積極的に研究開発を行っております。

当社グループの研究開発は、新農薬の合成および次世代事業の創生のための探索研究を含んでいる

ため、研究開発期間が長期化する場合があります。また、新製品の開発、新技術の確立が遅延した

り断念せざるを得ない場合には、当社グループの経営成績ならびに財務状況に悪影響をおよぼす可

能性があります。 
⑤地震等の自然災害 

当社グループの生産拠点は静岡県に集中しており、東海地震の対象地域となっております。当社グ

ループでは、地震対策として設備等の耐震構造の強化を実施しておりますが、地震が発生した場合

には、生産活動の停止および設備の破損等により、当社グループの業績に悪影響をおよぼす可能性

があります。 
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２．経営方針 

（1）会社の経営の基本方針 

当社は、「人と自然のニーズに応え、新しい価値の創造を通じ、豊かな人間社会の実現に貢献する。」

を経営理念とし、メーカーとして社会に有益な製品を開発・生産し、これを供給することを通じて社

会貢献できるよう努めております。 
当社は、長年培ってきた有機合成技術を基にグローバルな市場を対象に農薬原体、医・農薬中間体

及びアミン類を中心とした事業を展開し、高収益企業グループを目指してまいります。 
 

（2）目標とする経営指標 

当グループは、安定かつ効率的な企業成長を目指し、収益性を重視した経営を行っております。具

体的には、売上高営業利益率及び総資本営業利益率を経営の重要な指標と位置づけて、今後も企業価

値の向上に努めてまいります。 
 

（3）中長期的な会社の経営戦略及び会社の対処すべき課題 

当社は、中期経営計画「～Completion of Customers’Functions～ 顧客価値実現の完遂」の中間年

度として、調達手段最適化の推進で得られた国内外における調達機能の更なる強化を図るとともに、

「顧客価値」を実現する機能を担保した「独自ビジネスモデル」の構築により、有機合成事業極大化

を達成するべく、以下に示す基本方針を掲げて取り組んでおります。 

 

1．「自らチャレンジする企業風土」を社員一人ひとりに浸透させて「独自ビジネスモデル」を構築し、

その運用を通して常に業績拡大が期待できる事業体質を確立する。 

2．「顧客価値」実現に視点を置いた「新調達戦略」のもと、農薬原体を含む関連製品のより一層の調

達手段最適化の実現により「利益最大化」を図るとともに、この仕組みを基盤とした開発・販売、

および評価機能の確保と、「有機合成新規核技術」確立検討の連動により、農薬関連事業の拡大と新

規事業構築に挑戦する。 

3．「安全」を最優先事項と位置付けて、その推進・監視システムの確実な運用により、関連会社およ

び主要外注先を含む安全操業を徹底する。 

4．経営基盤強化のため、内部統制の充実とコンプライアンスの推進を図るとともに、事業継続計画の

策定により、リスクマネジメントを徹底する。 

 

創立５０周年の節目を迎える平成 26 年 10 月期は、事業領域の拡大を基盤とした積極的な事業推進

により、顧客価値実現に向けた能動的取り組みの推進強化を図ります。とりわけ中国においては、関

係会社「上海群力化工有限公司」並びに昨年設立した現地 100％子会社「庵原化学貿易（上海）有限

公司」を基盤とし、外部調達のより一層の推進と、開発・販売活動との連動による中国市場への着実

な深耕により、利益最大化を目指した積極的なチャレンジを進めて参ります。 
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３．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成24年10月31日) 

当連結会計年度 
(平成25年10月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,386 6,443

受取手形及び売掛金 7,679 8,616

有価証券 999 496

商品及び製品 5,162 6,215

仕掛品 1,733 2,082

原材料及び貯蔵品 1,514 2,536

繰延税金資産 433 590

その他 876 943

貸倒引当金 △2 △1

流動資産合計 25,782 27,924

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 10,971 11,278

機械装置及び運搬具 30,772 31,432

工具、器具及び備品 2,301 2,340

土地 3,759 3,708

建設仮勘定 19 7

その他 28 28

減価償却累計額 △38,166 △38,982

有形固定資産合計 9,686 9,812

無形固定資産 35 98

投資その他の資産   

投資有価証券 9,347 12,065

繰延税金資産 324 285

その他 718 750

貸倒引当金 △14 △9

投資その他の資産合計 10,376 13,093

固定資産合計 20,098 23,004

資産合計 45,880 50,928
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成24年10月31日) 

当連結会計年度 
(平成25年10月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,591 3,548

短期借入金 700 400

未払法人税等 614 458

賞与引当金 435 467

設備関係支払手形 519 834

その他 1,673 2,229

流動負債合計 7,534 7,938

固定負債   

退職給付引当金 1,475 1,381

役員退職慰労引当金 442 440

繰延税金負債 573 1,583

その他 43 87

固定負債合計 2,534 3,493

負債合計 10,068 11,431

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,764 2,764

資本剰余金 5,147 5,148

利益剰余金 24,630 26,167

自己株式 △1,640 △1,701

株主資本合計 30,902 32,378

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,956 3,763

為替換算調整勘定 △172 △19

その他の包括利益累計額合計 1,783 3,744

少数株主持分 3,125 3,373

純資産合計 35,811 39,496

負債純資産合計 45,880 50,928
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
 連結損益計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年11月１日 
 至 平成24年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年11月１日 
 至 平成25年10月31日) 

売上高 26,932 30,334

売上原価 20,120 23,668

売上総利益 6,812 6,665

販売費及び一般管理費 4,561 4,547

営業利益 2,251 2,118

営業外収益   

受取利息 15 10

受取配当金 135 141

受取賃貸料 40 37

持分法による投資利益 115 203

為替差益 46 325

雑収入 42 31

営業外収益合計 396 750

営業外費用   

支払利息 7 7

雑損失 5 5

営業外費用合計 13 12

経常利益 2,634 2,855

特別利益   

保険差益 317 2

固定資産売却益 23 151

負ののれん発生益 114 －

その他 － 0

特別利益合計 455 155

特別損失   

固定資産除却損 191 110

会員権評価損 24 －

賃借物件原状回復費用 － 12

特別損失合計 216 122

税金等調整前当期純利益 2,873 2,888

法人税、住民税及び事業税 1,136 997

法人税等調整額 △56 △63

法人税等合計 1,079 934

少数株主損益調整前当期純利益 1,793 1,954

少数株主利益 197 191

当期純利益 1,596 1,762
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 連結包括利益計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年11月１日 
 至 平成24年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年11月１日 
 至 平成25年10月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 1,793 1,954

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 429 1,813

持分法適用会社に対する持分相当額 11 153

その他の包括利益合計 441 1,966

包括利益 2,234 3,920

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 2,032 3,723

少数株主に係る包括利益 201 197
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（３）連結株主資本等変動計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年11月１日 
 至 平成24年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年11月１日 
 至 平成25年10月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 2,764 2,764

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 2,764 2,764

資本剰余金   

当期首残高 5,147 5,147

当期変動額   

自己株式の処分 － 0

当期変動額合計 － 0

当期末残高 5,147 5,148

利益剰余金   

当期首残高 23,260 24,630

当期変動額   

剰余金の配当 △225 △225

当期純利益 1,596 1,762

当期変動額合計 1,370 1,537

当期末残高 24,630 26,167

自己株式   

当期首残高 △1,635 △1,640

当期変動額   

自己株式の取得 △4 △61

自己株式の処分 － 0

当期変動額合計 △4 △61

当期末残高 △1,640 △1,701

株主資本合計   

当期首残高 29,536 30,902

当期変動額   

剰余金の配当 △225 △225

当期純利益 1,596 1,762

自己株式の取得 △4 △61

自己株式の処分 － 0

当期変動額合計 1,365 1,476

当期末残高 30,902 32,378
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年11月１日 
 至 平成24年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年11月１日 
 至 平成25年10月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 1,530 1,956

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 425 1,807

当期変動額合計 425 1,807

当期末残高 1,956 3,763

為替換算調整勘定   

当期首残高 △183 △172

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 11 153

当期変動額合計 11 153

当期末残高 △172 △19

その他の包括利益累計額合計   

当期首残高 1,347 1,783

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 436 1,960

当期変動額合計 436 1,960

当期末残高 1,783 3,744

少数株主持分   

当期首残高 3,148 3,125

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △23 248

当期変動額合計 △23 248

当期末残高 3,125 3,373

純資産合計   

当期首残高 34,032 35,811

当期変動額   

剰余金の配当 △225 △225

当期純利益 1,596 1,762

自己株式の取得 △4 △61

自己株式の処分 － 0

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 413 2,209

当期変動額合計 1,778 3,685

当期末残高 35,811 39,496
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年11月１日 
 至 平成24年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年11月１日 
 至 平成25年10月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 2,873 2,888

減価償却費 1,729 1,461

退職給付引当金の増減額（△は減少） 81 △93

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 47 △1

賞与引当金の増減額（△は減少） 14 25

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △5

受取利息及び受取配当金 △151 △152

支払利息 7 7

持分法による投資損益（△は益） △115 △203

負ののれん発生益 △114 －

固定資産除却損 191 110

保険差益 △317 △2

売上債権の増減額（△は増加） △691 △873

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,072 △2,444

前払年金費用の増減額（△は増加） 36 3

仕入債務の増減額（△は減少） 384 △46

その他 △511 121

小計 2,392 794

利息及び配当金の受取額 194 204

利息の支払額 △7 △7

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,187 △1,174

保険金の受取額 563 11

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,955 △172

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △99 －

有価証券の償還による収入 500 400

有形固定資産の売却による収入 24 228

有形固定資産の取得による支出 △1,987 △1,503

無形固定資産の取得による支出 △2 △6

投資有価証券の取得による支出 △406 △401

少数株主からの子会社株式取得による支出 △80 －

その他 － 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,051 △1,282
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年11月１日 
 至 平成24年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年11月１日 
 至 平成25年10月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △170 △300

自己株式の取得による支出 △4 △4

配当金の支払額 △224 △224

少数株主への配当金の支払額 △30 △30

その他 △4 △7

財務活動によるキャッシュ・フロー △434 △566

現金及び現金同等物に係る換算差額 36 197

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △494 △1,822

現金及び現金同等物の期首残高 8,276 7,781

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 118

現金及び現金同等物の期末残高 7,781 6,077
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(5) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(6)連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

（持分法の適用に関する事項） 

当連結会計年度より、持分法適用子会社であったイハラサービス㈱は、連結子会社である㈱ネップにより 

吸収合併されたため、持分法適用の範囲から除外しております。また、株式の追加取得に伴い、上海群力化 

工有限公司を持分法適用会社に含めております。 

 

 （7）表示方法の変更 

  （連結キャッシュ・フロー計算書） 

   前連結会計年度において「投資活動によるキャッシュ・フロー」において区分掲記しておりました「定期預 

金の預入による支出」および「定期預金の払戻による収入」は期間が短くかつ回転が早いため、当連結会計年

度より「その他」として純額表示することに変更いたしました。この表示方法の変更を反映させるため、前連

結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。 

   この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において「投資活動によるキャッシュ・フロー

の「定期預金の預入による支出」に表示していた△320百万円、「定期預金の払戻による収入」に表示していた 

  320百万円は「その他」－百万円（増減なし）として組替えております。 

 

(8)連結財務諸表に関する注記事項 

（セグメント情報） 

 

１. 報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

当社グループは、有機化学工業品の製造、販売を主事業とするメーカーであり、製品及び商品の用途別に国内

及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を行っております。したがって当社グループは製品及び商品の用途

を基礎とした事業別セグメントから構成されており「農薬事業」「化成品事業」の２つを報告セグメントとして

おります。 

「農薬事業」は、農薬原体及び農薬関連剤の製造、販売を行っております。「化成品事業」は、医薬等の有機

中間体、ウレタン用架橋剤等のアミン類、防腐剤、防臭剤等の製造、販売を行っております。 

 

２.報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産等の金額の測定方法 

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢

価格に基づいております。 
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３.報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報 

前連結会計年度（自  平成23年11月１日  至  平成24年10月31日） 

（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

その他 合計 調整額 
連結財務諸
表計上額

農薬事業 化成品事業 計 

売上高   
 

  外部顧客への売上高 14,085 11,911 25,996 936 26,932   － 26,932

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

－ 35 35 346 382 △382 －

計 14,085 11,946 26,032 1,283 27,315 △382 26,932

セグメント利益又は損失

（△） 
1,835 1,223 3,059 △4 3,054 △803 2,251

（注）1. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ファフィア酵母等の飼料用添
加剤、工業薬品類等の製造、販売を行っております。 

2. セグメント利益調整額△803百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費
用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

3. セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

当連結会計年度（自  平成24年11月１日  至  平成25年10月31日） 

（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

その他 合計 調整額 
連結財務諸
表計上額

農薬事業 化成品事業 計 

売上高    

  外部顧客への売上高 18,142 10,849 28,992 1,342 30,334   － 30,334

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

－ 32 32 635 667 △667 －

計 18,142 10,881 29,024 1,977 31,001 △667 30,334

セグメント利益 2,157 762 2,919 54 2,974 △855 2,118

（注）1. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ファフィア酵母等の飼料用添
加剤、工業薬品類等の製造、販売等を行っております。 

2. セグメント利益調整額△855百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費
用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

3. セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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（１株当たり情報） 

前連結会計年度 
(自 平成23年11月１日 
 至 平成24年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年11月１日 
 至 平成25年10月31日) 

１株当たり純資産額 724.88円
  
１株当たり純資産額          803.38円 

１株当たり当期純利益金額 35.39円
 

１株当たり当期純利益金額        39.20円 

(注)１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

 

 ２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は以下のとおりであります。 

項目 
前連結会計年度末 
(平成24年10月31日) 

当連結会計年度末 
(平成25年10月31日) 

純資産の部の合計額（百万円） 35,811 39,496

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 3,125 3,373

（うち少数株主持分） （3,125） (3,373)

普通株式に係る純資産額（百万円） 32,686 36,123

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数
（千株） 

45,091 44,963

 

 

３．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

項目 
前連結会計年度 

(自 平成23年11月１日
 至 平成24年10月31日)

当連結会計年度 
(自 平成24年11月１日
 至 平成25年10月31日)

当期純利益（百万円） 1,596 1,762

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る当期純利益（百万円） 1,596 1,762

普通株式の期中平均株式数（千株） 45,098 44,977

 

 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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４．その他 

①代表者の異動   

 

  該当事項はありません。 

 

②その他の役員の異動  

  

該当事項はありません。 

 

 

以上 

 

イハラケミカル工業株式会社（4989）平成25年10月期決算短信

17




